
2021年度医療機関における

適正な電波利用推進に関する調査の結果

2022年６月

電波環境協議会 医療機関における電波利用推進委員会

医療機関における電波利用が広がる中、電波によるトラブルを防止するため電波

環境を適切に管理することが重要になっています。

総務省・厚生労働省との連携の下、「医療機関における電波利用推進委員会」にお

いて、 医療機関における適正な電波利用の実現のための方策を検討するため 、医

療機関等における電波の利用・管理状況を取りまとめました。

本アンケート調査概要

調査名 医療機関における適正な電波利用推進に関する調査

調査方法 郵送及びWebアンケート調査

（調査票は郵送で送付、回答は紙調査票及びWebで回答可）

調査対象 病院及び有床診療所の民間データベースに掲載されている施設から、

無作為に抽出した対象に送付。

（本資料は有床診療所の結果をまとめたものです）

実施期間 2022年1月7日～2月14日

回収状況 有床診療所発送数：3,000件、回収数：1,205件、回収率：40.2％

（参考）
過去の調査
実施状況

2019年度「医療機関等における適正な電波利用推進に関する調査」

（発送数：2,000件、回収数：870件、回収率：43.5%）

2020年度「医療機関における適正な電波利用推進に関する調査」

（発送数：3,000件、回収数：1,254件、回収率：41.8%）

有 床 診 療 所
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利用用途
無線LANを「導入している」と回答した方のみ回答

導入状況

医療情報システム用 施設スタッフのインターネット接続用 オンライン面会用

電波利用機器の利用状況

① 無線LAN

 無線LANは74.9%の有床診療所で導入されており、一昨年度、昨年度よりも導入が広がって

います。

 無線LANの利用用途は、施設スタッフのインターネット接続用（68.9％）、医療情報システム*用

（47.2％）が最も多く、その他にも患者・外部訪問者のインターネット接続用（29.2%）など、多

岐にわたっています。

* レセプト作成システム、電子カルテ、オーダリングシステムなどの医療事務や診療を支援するシステム。

47.2

13.7

5.6

17.6

11.5

8.2

68.9

29.2

10.3

19.9

7.9

4.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療情報システム用

オンライン診療用

見守りセンサ用

医療機器用（一般X線撮影装置、超音波検査装置等のデータ伝送用）

無線式の患者の生体情報モニタ用

無線ネットワークカメラ用

施設スタッフのインターネット接続用

患者・外部訪問者のインターネット接続用

オンライン面会用

オンライン会議用

音声通話・ナースコール用

その他

無回答（N=903）

74.9

71.2

59.2

1.7

2.9

1.8

22.9

25.4

38.7

0.4

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年度（N=1,205）

2020年度（N=1,254）

2019年度（N=870）

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答
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電波利用機器の利用状況

① 無線LAN（続）

 無線LANを導入している有床診療所の18.6%が、無線LANの電波干渉防止対策を実施してい

ます。

 具体的に実施されている電波干渉防止対策として、電波干渉しにくい周波数帯（5GHz帯）の採

用（51.8％）、無線LANチャネルの設計（49.4％）、導入時の電波の受信状況等を確認する電

波環境調査の実施（44.0%）などが挙げられています。導入時の対策と比べて運用時の対策や

利用ルールの設定の実施は限定的です。

 無線LANの新たな業務利用やサービス提供としては、遠隔モニタリング・遠隔管理（医療機器や

システム等）（21.2%）や入院患者向け各種サービス（20.7％）への関心が高くなっています。

新たな業務利用・サービス提供の関心事例

18.6 48.4 32.4 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施している 実施していない わからない 無回答（N=903）

44.0

49.4

51.8

18.5

9.5

32.1

15.5

39.9

23.2

2.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

導入時の電波の受信状況等を確認する電波環境調査の実施

無線LANチャネルの設計

電波干渉しにくい周波数帯（5GHz帯）の採用

大容量通信可能な無線LAN方式の採用

無線LANコントローラによる電波強度等の自動調整機能の採用

運用時の電波の受信状況等を確認する電波環境調査の実施

無線LAN機器の持ち込みやテザリングについてのルールの設定

患者や外部訪問者専用の無線LANサービスの提供

無線LAN機器の監視ツールによる不正な接続の監視

その他

無回答（N=168）

18.3

19.8

21.2

6.8

20.7

1.3

47.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高度な遠隔医療（専門診断支援、手術支援、救急医療支援等）

患者の生体情報等のモニタリング

遠隔モニタリング・遠隔管理（医療機器やシステム等）

患者、医療従事者の位置情報把握

入院患者向け各種サービス

その他

特に関心がある事例はない

無回答
（N=1,205）

無線LANの電波干渉防止対策の実施状況
無線LANを「導入している」と回答した方のみ回答

実施している電波干渉防止対策
無線LANの電波干渉防止対策を「実施している」と回答した方のみ回答
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PHSの今後の利用予定
PHSを「導入している」と回答した方のみ回答

電波利用機器の利用状況

② 業務用端末

 PHSは有床診療所の40.0%で導入されています。

 PHSを導入する有床診療所のうち、87.6%が今後も継続して利用する予定*としています。

 各種業務用モバイル端末（携帯電話・スマートフォン・タブレット）では、タブレットが最も多く導

入（40.6%）されています。

 業務用モバイル端末の利用用途は、外線（62.6%）および内線（33.0%）の音声通信のほかに

も、インターネット閲覧（40.1%）やSNSアプリ（LINE等）での連絡（19.1%）など多岐にわ

たっています。

* 2021年1月に国内の公衆PHS音声サービスが終了しました。

自営PHSは引き続き使用できるものの、端末供給に影響が出る可能性があります。

PHSの導入状況

40.0 0.8 59.0 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

導入している 導入予定

導入予定はない 無回答

（N=1,205）

87.6

2.3

10.0 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後も継続して利用予定

今後別システムに切り替える予定

今後については未定

無回答

（N=482）

業務用モバイル端末の導入状況

33.0

62.6

17.1

8.6

17.4

11.5

7.9

13.3

8.9

1.9

9.2

40.1

8.8

14.2

19.1

14.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内線

外線

電子カルテの確認

バイタルデータの入力

医療画像等の閲覧

ナースコール連携

オンライン診療

往診・訪問診療

スタッフのスケジュール管理

スタッフの位置情報管理

各種マニュアルの参照

インターネットの閲覧

オンライン面会

オンライン会議

SNSアプリ（LINE等）での連絡

その他

無回答（N=685）

29.0

24.4

40.6

1.0

4.4

4.5

66.1

66.7

51.6

3.9

4.5

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話

スマートフォン

タブレット

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答（N=1,205）

業務用モバイル端末の利用用途
業務用モバイル端末（携帯電話・スマートフォン・タブレット）のいずれかを「導入している」と回答した方のみ回答
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電波利用機器の利用状況

② 業務用端末（続）

 業務用モバイル端末の新たな業務利用やサービス提供として、ペーパーレス化（30.0%）や患

者向けのアプリ（医療機関との情報共有・コミュニケーション等）（22.7%）などへの関心が高く

なっています。

 一方で、業務用モバイル端末の導入・運用課題として、セキュリティやプライバシーに関する不安

がある（32.9%）、モバイル端末のコストが高い（25.1%）、通信料金等ランニングコストが高い

（22.0%）などが挙げられています。

業務用モバイル端末の新たな利用の関心事例

業務用モバイル端末の導入・運用課題

14.2

13.2

25.1

22.0

32.9

7.2

15.4

8.6

19.7

1.2

22.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

モバイル端末の活用方法がわからない

どのようなモバイル端末を導入すべきかわからない

モバイル端末のコストが高い

通信料金等ランニングコストが高い

セキュリティやプライバシーに関する不安がある

モバイル端末からの電波による

医療機器への影響について懸念がある

モバイル端末の管理が煩雑

複数台の端末を携帯する等、スタッフの負担が大きい

モバイル端末を導入する必要性を感じない

その他

特に課題はない

無回答
（N=1,205）

17.3

18.9

18.8

30.0

22.7

0.6

39.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既存のPHS端末からの移行

施設外での利用（往診や訪問診療等）

遠隔モニタリング・遠隔管理（医療機器やシステム等）

ペーパーレス化

患者向けのアプリ（医療機関との情報共有・コミュニケーション等）

その他

特に関心がある事例はない

無回答
（N=1,205）
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電波利用機器の利用状況

③ 携帯電話・スマートフォンの使用制限

 有床診療所の95.4％で、施設内における携帯電話・スマートフォンの使用が可能になっていま

す。有床診療所では制限をしていない（施設内全ての場所で使用可）ケースが多いですが、一部

の場所でのみ使用可とする有床診療所もやや増加傾向にあります。全面使用禁止（施設内全て

の場所で使用禁止）とする有床診療所はわずか2.9%となっています。

 有 床 診 療 所 の 4.9% で 、 医 療 機 器 と の 離 隔 距 離 が 設 定 さ れ て い ま す 。 ま た 、 有 床 診 療 所 の

18.7％で、施設内全体をカバーする屋内基地局が設置されているもしくは一部エリアをカバー

する屋内基地局が設置されています。

携帯電話と医用電気機器の離隔距離の設定 屋内用基地局装置による対策

施設内の使用制限

携帯電話・スマートフォンと医療機器の離隔距離の設定

4.9 91.8 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設定している 設定していない 無回答（N=1,205）

施設内での屋内基地局の設置

7.2 11.5 1.7 52.9 25.3 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

施設全体をカバーする屋内基地局を設置している 一部エリアをカバーする屋内基地局を設置している

今後設置する予定 設置する予定はない

わからない 無回答

（N=1,205）

37.6

36.3

30.8

57.8

59.6

62.3

2.9

3.6

3.6

1.7

0.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年度（N=1,205）

2020年度（N=1,254）

2019年度（N=870）

一部の場所で使用可 施設内全ての場所で使用可（制限をしていない） 施設内全ての場所で使用禁止（全面使用禁止） 無回答
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電波利用機器の利用状況

④ 医用テレメータ

 医用テレメータは有床診療所の27.2%で導入されています。

 医用テレメータを導入している有床診療所のうち、36.0%で無線チャネル管理が実施されてい

ます。

 受信不良時の定性的な点検は、医用テレメータを導入している有床診療所のうち34.1%で実

施され、受信不良時の定量的な点検は10.4%で実施されています。一方で、定期的な受信状態

の定性的・定量的な点検は、それぞれ受信不良時の点検より低い実施率となっています。

医用テレメータの点検

導入状況

27.2 1.8 70.7 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

導入している 導入予定 導入予定はない 無回答（N=1,205）

36.0 32.0 30.8 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

管理している 管理していない わからない 無回答（N=328）

医用テレメータの点検の実施状況

34.1

10.4

19.2

8.5

2.4

25.6

11.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受信不良時の定性的な点検

受信不良時の定量的な点検

定期的な受信状態の定性的な点検

定期的な受信状態の定量的な点検

その他

特に実施していない

わからない

無回答
（N=328）

無線チャネル管理状況
医用テレメータを「導入している」と回答した方のみ回答、以下同様
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電波利用機器の利用状況

④ 医用テレメータ（続）

 医用テレメータを導入している有床診療所の25.3％で、医用テレメータの電波干渉対策として、

他の機器と医用テレメータのアンテナシステムとの間に一定の距離を取る対応が実施されてい

ます。

 2021年の1年間で、医用テレメータを導入している有床診療所の6.7%が、医用テレメータの

電波に関するトラブルを経験しています。そのうち、6割以上の有床診療所が施設内で解決でき

なかったトラブルを経験しています。

電波にかかわるトラブル

25.3

3.7

9.5

1.8

63.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

他の機器と医用テレメータのアンテナシステムとの

間に一定の距離をとる

電波干渉の原因機器においてノイズ抑制対策を行う

不要電波が少ない製品を選定する

その他

特に実施していない

無回答
（N=328）

医用テレメータの電波干渉対策
医用テレメータを「導入している」と回答した方のみ回答、以下同様

電波に関するトラブル経験

6.7 86.3 6.7 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

トラブルがあった 特にトラブルはなかった わからない 無回答（N=328）

63.6 13.6 22.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった わからない（N=22）

施設内で解決できなかったトラブル経験
「トラブルがあった」と回答した方のみ回答
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電波管理の体制の整備状況

⑤ 電波管理の体制の整備状況

 有床診療所の20.2%で、電波管理に関するとりまとめ役を設置している又は実質的な担当者

がいる、もしくは今後設置する予定があります。

 有床診療所の16.5%で、電波管理を所管する何らかの院内組織がある、または組織化に向け

ての検討を行っています。設置している組織の中では、医療安全管理委員会など施設内の他の

委員会が役割を兼ねているケースが多くなっています。

電波管理に関するとりまとめ役や院内組織

電波管理に関するとりまとめ役（電波利用コーディネータ等）の設置状況

14.7 5.5 79.1 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

担当者を設置している又は実質的な担当者がいる 設置していないが、今後設置予定

設置しておらず、今後設置予定もない 無回答

（N=1,205）

電波管理を所管する院内組織の設置状況

0.2 5.7

0.2 1.7

8.7 82.3 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

独立した電波利用安全管理委員会を設置している

医療安全管理委員会等、施設内の他の委員会等が役割を兼ねている

医療安全管理委員会等の傘下の部会もしくは小委員会等として設置している

その他の組織を設置している

設置していないが、組織化に向けての検討を行っている

設置しておらず、組織化に向けての検討も行っていない

無回答

（N=1,205）
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適正な電波環境の推進に向けた取組への期待

⑥ 適正な電波環境の推進に向けた取組への期待

 医療機関において、適正な電波環境を推進するために期待する施設内の電波管理に関する情報

として、実際のトラブル事例及び対応策（41.7%）、関連する制度やガイドラインに関する最新

情報（39.0%）、他の医療機関における具体的な取組事例（35.1%）などが挙げられています。

 医療機関への支援策としては、研修やセミナーの開催（オンライン開催）（29.8%）への期待度

が最も高く、続いて電波環境の適正化のための設備整備に対する補助（24.1%）、電波に関す

る相談窓口の設置（20.5%）などのサポート制度や電波管理に関する専門知識を有する人材の

認定制度（17.2%）も挙げられています。

期待する施設内の電波管理に関する情報

39.0

35.1

41.7

23.2

0.9

35.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関連する制度やガイドラインに関する最新情報

他の医療機関における具体的な取組事例

実際のトラブル事例及び対応策

電波干渉に強い製品や規格等の情報

その他

特に入手したい情報はない

無回答（N=1,205）

期待する医療機関への支援策

17.2

9.6

29.8

9.4

6.6

3.9

12.1

16.4

24.1

20.5

1.2

38.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電波管理に関する専門知識を有する人材の認定制度

医療機関の評価制度における電波環境に関する項目の追加

研修やセミナーの開催（オンライン開催）

研修やセミナーの開催（実開催）

専門家によるハンズオン支援

電波管理に関する担当者同士の情報共有機会の提供

電波管理に関する専門知識を有する人材の派遣

電波環境測定システム（自動的、低コスト）の紹介

電波環境の適正化のための設備整備に対する補助

電波管理に関する相談窓口の設置

その他

特に期待する取組はない

無回答（N=1,205）
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⑦ 電波環境管理に関する公開資料の認知状況

 有床診療所では電波環境協議会が公開する指針と手引き初版の認知度はそれぞれ15.6%、

13.0%と限定的です。2021年7月に公開された手引き改定版（次のページ参照）に関しては

有床診療所の9.2%で認知されています。

 手引き改定版で拡充された内容のうち、機器別のトラブル事例と対策方法（45.9%）に対する

関心が最も高く、その他にも無線LANの最新規格や技術、各種関連ガイドライン情報（31.3%）

やエリア別（待合室、病室、診療室、ICU、透析室等）の対策実施例（22.8%）などへの関心が高

くなっています。

指針・手引き初版・手引き改定版の認知状況

手引き改定版への関心内容

3.4

2.5

1.9

12.2

10.5

7.3

82.7

85.1

88.8

1.7

1.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指針

手引き初版

手引き改定版< 令和3 年7 月公開＞

知っており、内容も把握している 知っているが、内容は把握していない 知らない 無回答（N=1,205）

45.9

15.0

31.3

18.7

20.0

11.4

19.7

22.8

32.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機器別のトラブル事例と対策方法

医用テレメータ導入における建物の設計・建築段階からの対策方法

無線LANの最新規格や技術、各種関連ガイドライン情報

携帯電話の離隔距離の設定に関する詳細情報

PHSに代わる次世代無線に関する情報

機器別の電波環境の詳細な測定方法

よくある質問と回答（Q&A）

エリア別（待合室、病室、診察室、ICU、透析室等）の対策実施例

特に関心のある内容はない

無回答
（N=1,205）
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 電波環境協議会（EMCC）では、医療機関における電波環境適正化に向けて様々な資料を公開

しています。

 2021年7月には、「医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き」の改定版を

公開しました。

 また、日本建築学会からも2021年9月に「医療機関における電波利用機器に配慮した建築ガイ

ドライン・同解説 -医用テレメータ編-」（電波環境協議会が作成に協力）が刊行されています。

(1) 「医療機関における携帯電話等の使用に関する指針」（2014年8月公開）

医療機関において携帯電話端末等の使用ルールを制定する際の考え方や、携帯電話端末を使用可能

な場所での医用電気機器との離隔距離の目安等を示した指針

(2) 「医療機関において安心・安全に電波を利用するための手引き（改定版）」
（手引き初版は2016年4月公開、手引き改定版は2021年7月公開）

医療機関の関係者、通信事業者や医療機器製造販売業者等が連携して、医療機関における安心・安全

な電波利用環境を整備する際に参照することができるよう、電波利用機器のトラブル事例や対応策及

び医療機関において電波を管理する体制等の整備に関する内容について、分かりやすく情報提供し

た手引き

(3) 「医療機関における電波利用機器に配慮した建築ガイドライン・同解説-医用テレメータ編-」
（2021年9月刊行）

医療機関を建設する際に電波を管理する医療関係者、医療機器製造販売業者、建築業者が必要な情

報を共有することによって医用テレメータを安心して使用するための電波環境を提供することを目的

としたガイドライン

医療機関において
安心・安全に電波を利用するための手引き

（2016年4月公表、2021年7月改定）

手引き（改定版）エッセンス版

手引き改定版は電波環境協議会のホームページからダウンロードできます。

https://www.emcc-info.net/medical_emc/info20210700.html


